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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

 ビタミン B6（B6）の新たな機能である抗がん作用に着目し、B6 の乳がん抑制機構解明

に関わってきた。ヒト乳癌 MCF-7 細胞に対してピリドキサール（PL）、ピリドキシン、ピ

リドキサミンのうち、PLが最も強い増殖抑制作用を持つことを明らかにした。PLは細胞

膜への親和性が他の B6 に比べて高い可能性を見出している。PL が細胞膜に結合するこ

との生理的意味は不明であるが、PLが特に強い作用を持つ点との関係が推測される。DNA

マイクロアレイ解析から B6 によって発現が増加する遺伝子、減少する遺伝子を見いだし

た。B6 の遺伝子発現調節作用に p53 が関わっていることを明らかにしつつある。 

 ホモシステイン（Hcy）代謝は B6 を必要とするため、Hcy に関する研究につても展開

している。疫学調査の結果から、高 Hcy 血症は動脈硬化や認知症の原因であると推測さ

れている。Hcy の細胞毒性について検討し、Hcy は銅と共存することで活性酸素種の産生

にかかわり、血管内皮細胞に傷害をおよぼすこと、抗酸化剤や B6 はその細胞傷害性を抑

制することを明らかにした。同様に神経細胞を用いた研究においても、Hcy と銅から生

じる活性酸素種が神経細胞死を誘導すること、その細胞死にはミトコンドリアから

apoptosis inducing factor の放出が関わっていることも見いだした。さらに、Hcy 添加

培地で培養したアストロサイトの培養上清で神経細胞を培養すると神経細胞死が認めら

れたことから、Hcy によるアストロサイトからの神経細胞死誘導分子の放出が示唆され

た。神経細胞死誘導分子の同定が課題となるが、新規な Hcy の神経細胞死誘導機序を提

案した。 

 長寿地域としてしられる鹿児島県奄美地方住民と鹿児島県本土住民で、血漿 Hcy 濃度

および食事摂取状況調査を鹿児島大学医学部と共同で行っている。これまでに報告され

ている通り、Hcy 濃度と動脈硬化に正の相関があること、九州本土に比べて奄美地域は

血漿 Hcy 濃度が低いことを明らかにしている。また、豆類の高頻度の摂取が血漿 Hcy 濃

度の低値と関係があることを日本栄養食糧学会にて発表している。 

 以上のように申請者はB6の抗がん作用ならびにHcyの細胞傷害のメカニズム解明に取

り組むだけでなく、ヒトを対象にした食事と Hcy の調査から、食事による高 Hcy 血症予

防につながる研究を継続している。 
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３．報文等のリスト 
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（２） 過去５年間の本学会での活動状況 
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３） 特記事項 

 

 


